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新
年
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け
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で
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う
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昨
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支
援
を
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ま
す
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こ
こ
２
～
３
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気
が
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人
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が
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り
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か
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る
た
め
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で
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あ
り
ま
せ
ん
。
当
所
ス
タ
ッ
フ
全
員
は
、
今
年
も
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用

者
様
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
共
に
頑
張
っ
て
い
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、
誇
り
を
持
っ
て
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
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気
象
変
動
の
影
響
で
、
冬
は
よ
り
寒
く
、
夏
は
猛
暑
と
な
る
予
想
が
出
て
い
ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
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良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
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これからの福祉サービスについて・・・用語解説・・・ 

 

平成29 年12 月8 日に、厚労省の障害者福祉サービス等報酬改定検討チームから「平

成30 年度障害者福祉サービス等報酬改定の基本的な方向性について」示されました。その

中に、「障害者の重度化・高齢化をふまえた、障害者の地域移行・地域生活の支援」という

項があります。 

いくつかの新しい型が示されていますが、その中から、1 点ご紹介します。 

「重度訪問介護」というヘルパー事業が現在もあります。 

障害支援区分５、６（水色の手帳）の重度障害の方が対象になります。 

通常の「身体介護」は30 分～2 時間以内ですが、「重度訪問介護」は、ヘルパーが、自

宅で3 時間以上の長い介護や見守りなどができるサービスです。 

これまで入院中は、支援ができませんでしたが、障害支援区分６の方は、入院中のコミュ

ニケーション支援なども含め「重度訪問介護」サービスが使える方向が示されました。 

（瀬尾） 

 

 

 

 

12 月7 日にサンフラワーに所属の早川泰子さんが退所されました。最後の通園の日に、

利用者の方々とスタッフのみんなで送別会を開きました。早川さんが到着すると同時に、み

んなが思い思いの言葉をかけながら拍手で迎え、早川さんに利用者のなかまたちそれぞれの

思いがこもったプレゼントを手渡すことができました。そして最後に、ふれあい広場で踊っ

た「ソーラン節」と「恋ダンス」をみんなで早川さんに披露しました。みんな、早川さんの

ために力強く一生懸命踊り、踊りきった後には涙ぐむ利用者の方もいました。 

早川さんは、たくさんの時間をつむぎの里のメンバーの方やスタッフと過ごされ、みんなに

とってかけがえのない存在です。今回は、独立行政法人国立病院機構福岡東病院いずみ東に

入所されることになり、つむぎの里を卒業することになりました。お別れは悲しいですが、

早川さんの新しい旅立ちに、みんなでエールを送ることができ、嬉しくも感じています。こ

れからも、利用者の方やスタッフの繋がりを大切に活動していきたいと思います。（伊藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活介護事業 

サンフラワー 
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夢ポケットでは新年を迎え『木下誠也さん』『末實 南さん』が成人式を迎えます。 

入所式では、あどけなかった二人も今では頼もしい仲間になりました。 

今年も一年、笑顔いっぱいの仲間と職員共々よろしくお願いします❤ 

さて、夢ポケットでは、２月にバレンタインデーフェア―に続き２月２４日に直方イオンで

『障がい者施設合同販売会』に参加します♪ 

みんな準備にはりきっています。夢ポケットの合言葉『チームワーク』をモットーに体調管

理に気をつけて取り組んでいきます。（水間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい広場２０１７、、、、出品した紙すき製品の【くるみの凸凹はがき】。同じもの

は一つもない、みんなが描いたオリジナルイラストが「かわいい！！」と評判で、次から次

にお客様の手に取っていただき、早々と売り切れていました。くるみの画伯たち、大喜びで

す♪次の機会に向けて、また頑張って作っていこうと思います(^^)/ 

昨年１２月１６日（土）に花公園でクリスマス会がありました♪手話を使った歌や、ダンス

など楽しいプログラムの中の一つに、月２回行っている運動レクメンバーで、「ジングルベ

ル」の合奏にチャレンジしました！鈴、バケツ太鼓、鍋蓋シンバル、ピアノなど、中にはユ

ニークな楽器もありつつ、自由にみんなで楽しく演奏しました♪ 

今年もいろんな活動にチャレンジして、笑顔あふれる１年にしていきたいと思います(^^♪

（野澤） 

 

 

 

 

 

 

 

生活介護事業 

夢ポケット 

生活介護事業 

くるみ 



QSK(つむぎ通信 NO.122)1997 年 9 月 18 日第三種郵便物承認 通巻 6325 号 2018 年 2 月 3 日発行(日刊) 

 

 4 

 

  

 

 

 

 

 

 

去る１１月２３日、「ふれあい広場２０１７つむぎの里」が行われました。 

今回は、１１月２３日としては近年まれに見る低温、強風に見舞われてしまい、とても寒い

ふれあい広場でした。にもかかわらず、６５０名という沢山の方々に足を運んで頂きまし

た。 

ふれあい広場では、美味しい食事を楽しみながら、可愛い子供達のダンス、ジャグリング、

太鼓演奏等のステージも楽しんでいただき、更に旧交を温める場面もありと、皆の笑顔が溢

れる良い機会が作れました事を、実行委員長としてとても嬉しく思いました。 

つむぎの里盛り上げ隊は、昨年に引き続いてのソーラン節披露という事で、更にダンスのキ

レに磨きがかかり、拍手喝采、アンコールまで頂きました。 

来場者の方をはじめ、出店者、出演者、ご家族、ボランティア、皆様方のおかげで、無事終

わる事が出来ました。誠にありがとうございました。（岡松） 
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11 月23 日の「ふれあい広場つむぎの里２０１７」の行事を初めて親子通園にしました。

当日は台風並みの強風に加えとても寒い一日でしたが、参加されたほとんどの親子さんが最

後までお祭りを楽しんでいました。沢山のカラフルなテント、風になびく旗、出店に大勢の

人達のにぎやかな声に戸惑いを見せる子供さんもいましたが、パパや

ママ、そしていつも見てくれている教室の先生に見守られながら初め

てのお祭りに参加し、楽しい経験をまた一つ積むことができました。 

 毎日コツコツと同じ事の繰り返しの保育の中、『安心』というしっか

りした土台の上に子供達は日々成長していきます。ほめられる喜び、で

きる喜び、達成感など感じながら自信を持って新しい世界へ挑戦して

いきます。 

 今年も『こころの真ん中を育てる保育』をしっかり胸に刻み頑張っていきます。 

昨年は皆様のご支援のお蔭をもちまして「もこもこ（未就学児通園）」「あそびむし（学童）」

の事業を順調に行うことができました。 

今年も職員一同、子供たちのいきいきとした笑顔の為に日々努力し、より良い保育、支援が

できるように頑張っていきます。 

 皆様の変わらぬご支援をよろしくお願い申し上げます。 

                児童デイサービス管理者・園長 山下めぐみ 

 

 

 

 

 

短い冬休みですが、「あそびむし」の子供達はみんなで昼食つくりや制作した凧、羽子板等

で元気に遊んでいます。 

冬休みなど長期のお休みは集団で行う活動を設定しますが、学校帰

りの放課後は自分で活動を選択してします。戸外活動ではお友達

を誘い、かけっこ、かくれんぼ、ボール遊びをし、室内ではスイ

ングやプラレール、IPAD、パソコンの動画をみんなで見ながら会

話を楽しんでいます。 

昨年から「先生クイズ」がブームとなっています。帰りの会の時子

供達が順番に先生に質問していくものですが、これも子供達が考え

て始めたものです。 

「先生、今日の夕飯は何ですか」「ぎょうざとラーメンです」「わぁ♡いいな‼おいしそう」

とちょうどお腹が空いている時間です。夕食を思い浮かべ楽しい会話をしながら一日の活動

を終えます。 

 

児童発達支援事業 

もこもこ 

放課後等デイサービス事業 

あそびむし 

【制作した正月飾り】 

http://2.bp.blogspot.com/-bbv25UsyWzI/Wc8fvdc9zZI/AAAAAAABHHw/hXH0WqR1-Ow_LCWCT8Vmqg9xRqaoPlEqACLcBGAs/s800/kids_ryoushin_mimamoru.png
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定期的に運動をするため、週に２回、体育館へトレー

ニングに同行しています。エアロバイクの後、水分補

給、一息ついて次はルームラ

ンナーでウォーキングをされ

ます。負荷やスピードをご自

分で設定され、いつもの決ま

ったペースで気持ちよく運動

されています。運動の後は、

好きなジュースを一本グッと

飲みほされ、その後ヘルパー

と一緒に歩いて自宅に帰りま

す。気持ちの良い汗を流した後は、スッキリした良い表情をみせ

てくれます。 

 

  

居宅事業では、季節に合わせた移動支援なども行っています。

ご利用者様が充実した余暇を過ごせるよう、今年も頑張って行き

ます。今年も宜しくお願い致します。(森冨) 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年も大きな病気をすることなく、みなさんとても元気に過ごされました。 

新しく入居された福本さんはなのはな荘の暮らしにも慣れて、スタッフと一緒に炊事、洗濯

など楽しく家事をこなしています。 

お正月は自宅帰省する方や外出する方がいますが、グループホームでゆっくりと正月を楽し

む方もいます。 

利用者の方が高齢の方も増え、体調の変化に気を付けながら支援をしていきたいと思いま

す。今年もよろしくお願いします。（前田） 

 

 

 

居宅介護事業 

グループホーム 
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1 月18 日木 プレイルーム 10:00～12:00 

「先輩お母さんを囲んで～中学・高校時代の事 」 

くるみの接待による茶話会形式ですので、行いますの

で皆様のご参加お待ちしています。 

  

花岡達己様 早川髙次郎様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 正会員 市川美紀様 尾上明子様 

             

 賛助会員 矢野良子様 松本律子様 田代知之様 

 (平成２９年10 月～11 月) 

 

ふれあい広場つむぎの里 2017」へ協賛いただいた企業 

あいびーず様・株式会社Q-SAN リフォームおがわ様・シン建築様・エフコープ八幡西支 

所様・医療法人福泉会様・福岡商事株式会社北九州支社様・(株)林米穀様・I・K 株式会社様 

田丸造園建設(株)様・福智山ろく花公園様 ・(株)九酸ガス住設様・麺処弁天様・(株)九酸ガ 

ス住設様・九石プロパンガス株式会社様 ・金沢石油株式会社様・尾上自動車(株)様 

株式会社デリキューブ様・株式会社福岡銀行直方支店様・つむぎの里後援会様   

ご協力ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

事務局だより 

後援会だより 

ご寄付・ご寄贈いただきありがとうございました 

編集 社会福祉法人 鶴林福祉会 つむぎの里 

 〒８２２－０００６ 福岡県直方市上境１４６７《TEL ０９４９－２８－２３６７  FAX ０９４９－２８－２３０１》  

年正会員費 6000円 年賛助会員費 3000円 （いずれも年間購読料を含む）定価１００円 

発行 九州障害者定期刊行物協会 
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